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ションでは，読んで字のごとく顔に含まれる情報が極め
て重要となる。顔からは，他者の性別，年齢，人種，個
人識別等の情報の他，他者の意図，情動などを読み取る
ことが可能である。実際のコミュニケーションでは，顔
に 加 えて 顔 以 外 の 身 体 的 な 非 言 語 的 表 現（ジェス
チャー，指さし，姿勢，距離，匂いなど）も加わり，非
常に複雑な要素を用いている。
　ヒトの日常のコミュニケーションに関しては，特に顔
認知の情報処理が詳しく調べられている1, 2）が，身体認
知の情報処理に関してはその重要性が提唱されているに
もかかわらず，不明な箇所も多い。本総説では，顔と身
体のそれぞれについて，脳内の認知メカニズムに関する
研究をまとめ，他者理解のメカニズムについて考えてみ
たい。
顔認知の情報処理様式
　顔や身体の認知は，他の物体の認知と比べて特殊であ
ると言われている。顔認知の情報処理様式については，
様々な仮説が提唱されている。例えば，要素分析的処理
様式（Feature-based processing）では，顔に含まれる
構成要素（目，鼻，口など）を個別に処理して顔認知を
はじめに
　私たちは，日常的に他者とコミュニケーションを取り
ながら生活している。コミュニケーションは，大きく言
語的および非言語的コミュニケーションに分けられる。
文字言語によるコミュニケーションは，正確に用いれば
非常に大量の情報を詳細かつ正確に伝えることが可能で
ある。さらに，文字言語は記録として残り，オンデマン
ドで情報を提供することもできる。一方，非言語的コ
ミュニケーションには顔表情や姿勢などの身体動作の
他，匂いや物理的な距離などが含まれ，記録に残らない
要素も多い。一般に，非言語的コミュニケーションの要
素は言語的なコミュニケーション要素に比べ，詳細な情
報を正確に相手に伝えるには不向きである。この困難さ
を克服するため，ヒトや動物は非言語的コミュニケー
ションの要素について学習しながら社会性を発達させて
いる。また，微妙な心的状態の変化など，言語的に表現
が困難な「質」に関する情報を瞬時に伝えることができ
る点は，非言語的コミュニケーション要素の特徴の一つ
である。我々は，日常的にこれらの言語的および非言語
的要素を組み合わせたコミュニケーションを行っている。
　顔と顔を合わせて行う（Face to Face）コミュニケー
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要旨
　コミュニケーションにおける顔の重要性は良く知られている。しかし，身体もまた，コミュニケー
ションにおいて重要な情報を他者に呈示している。顔や身体の認知は，他の非生物学的物体と異なり，
特殊な情報処理様式がとられている。顔や身体の情報処理は，それぞれ大脳皮質の一部の領域が特化し
て担っている。顔認知の中心的なシステムは，紡錘状回顔領域（fusiform face area; FFA），後頭葉顔
領域（occipital face area; OFA）および上側頭溝で構成されている。これらに加え，頭頂溝，聴覚領域，
扁桃体および側頭葉先端部などが顔認知システムに含まれる。一方，身体認知の中心的システムは，外
線条身体領域（extrastriate body area; EBA），紡錘状回身体領域（fusiform body area; FBA）および
下頭頂小葉から構成されている。これらのシステムで認知された顔や身体の情報は，ミラーシステムと
呼ばれる脳領域へ送られ，他者理解に用いられると考えられる。我々は，顔認知システム，身体認知シ
ステムおよびミラーシステムを駆使し，日常的なコミュニケーションを行っている。
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行うとしている1, 3, 4）。一方，全体的処理と呼ばれている
処理様式では，顔を一つのまとまりとして情報処理を行
うとしている3）。この全体的処理様式は，目，鼻，口と
いった顔の内部にあるパーツの特徴を別々に処理してい
るのではなく，各特徴を統合して 1 つのまとまりとし，
顔を認知しているとする説である。顔の全体的処理に
は， 3 つのサブステップがある。全ての顔は，二つの目
とその下部に鼻があり，さらにその下部には口があると
いう共通の配置を有している。最初の第 1 段階処理で
は，顔に共通する上記の配置を検出し，視覚刺激が顔か
顔以外かの判別を行う。次の第 2 段階処理では，顔内部
の要素について，それぞれの位置関係に関する情報が処
理される（配置処理：Configural processing）。例えば，
目と目の間や鼻と口の間の距離に関する情報処理がなさ
れ，個人識別につながる。最後の段階では，顔を全体的
に処理する（Holistic processing）。この全体処理では，
顔に含まれる要素が統合され，ゲシュタルト的に処理さ
れる3）。しかし，これら 3 つの処理過程が，連続的に行
われているのか，あるいは並列的に行われているのかと
いったことは，未だ議論となっている。
　顔の認知が全体的処理により行われていることの根拠
となる現象として，「さかさま効果」が知られている5, 6）。
さかさま効果とは，見本合せ課題などで視覚刺激が倒立
に呈示されるとその認知が困難になり，視覚刺激が正立
で呈示された際に比して反応時間の延長や正答率の低下
などが観察される現象である。さかさま効果はほとんど
の視覚刺激で認められているが，顔ではその効果が非常
に顕著に現れる。顔の認知が全体的処理，特にその構成
要素の配置に関する情報処理によってなされているとす
れば，顔をさかさまに呈示することにより構成要素の配
置関係が逆転するので，顔としての認知や見本合せなど
が困難になるのも理に適っている。逆に，顔認知の様式
が，顔に含まれる要素の物理的特徴を個別に分析する様
式のみであるとすると，このさかさま効果はうまく説明
できない。
　このさかさま効果を利用して，視覚刺激として呈示し
た顔が，被験者にとって顔として認識されているか，あ
るいは顔以外の単なる物理的な刺激として認識されてい
るかを調べることができる。筆者らは，共同注意に及ぼ
す顔表情の影響を調べる際に，さかさま効果を利用した
（図 1 ）７）。共同注意とは，他者の視線方向などに自己
の注意がシフトする現象である。例えば，相手が話の途
中で横を見たとしたら，我々は相手の見た方向へ注意を
向けるであろう。このように，二者が同一の物へ同じよ
うに注意を向ける機能を共同注意機能と呼ぶ。この研究
では，ポスナー課題とよばれるターゲット検出課題の手
法を基盤とし，視覚刺激として用いた顔表情の違いが被
験者の共同注意に及ぼす影響を調べた。被験者には，パ
ソコン画面の右か左に出現するターゲットを検出し，
ターゲットが出現した位置に相当するボタンをなるべく
速く，なるべく正確に押すことが要求された。この研究
では，ターゲットの呈示直前に，様々な視線方向の顔写
真が呈示された。顔写真の視線の方向にターゲットが出
現すると，被験者の反応時間は速くなった。すなわち，
他者が見ている方向に自己の注意が向く共同注意が働い
たことを示している。その際，顔写真の表情が笑顔だと，
怒り顔や真顔に比してターゲットをより速く検出でき
た。ところが，この顔写真をさかさまに呈示すると，顔
表情の影響は見られなくなった。もし，呈示した視覚刺
激に含まれる構成要素の物理的特性（白目と黒目のバラ
ンスや目の形など）によってターゲットの検出速度が異
なったならば，さかさまに呈示してもその効果は維持さ
れるはずである。したがって，顔表情の違いにより被験
者のターゲット検出速度が異なった理由は，視覚刺激に
含まれる構成要素の物理的特性によるものではなく，被
験者が呈示された視覚刺激を表情のある「顔」として全
体的に認知したからである。このように，顔を用いた研
究では，さかさま効果をうまく使うことで被験者が視覚
刺激をどのように認知処理しているのかを調べることが
可能となる。
顔認知の脳内メカニズム
　顔刺激を見た際に反応する脳領域として，紡錘状回が
知られている8, 9）。紡錘状回には，非生物的物体に比べ
て顔を視覚刺激として呈示した際に著しく強く反応する
領 域 があることから，この 領 域 を 紡 錘 状 回 顔 領 域
（fusiform face area; FFA）と呼ぶ。FFAは視覚刺激が
顔か顔でないかといった「顔の検出」のみならず，顔に
よる「個人識別」にも関与しているらしい8～10）。また，
FFAの活動強度は，顔認知の行動学的パラメータとは
相関しているが，非生物的物体認知の行動学的パラメー
タとは 相 関 していない10）。これらのことから，FFAは
顔に特化した様々な情報処理を行っていると考えられる。
　FFAに加え，下後頭回周囲や上側頭溝も顔認知の際
に反応する部位として知られている8, 11）。下後頭回周囲
の顔関連領域は，後頭葉顔領域（occipital face area; 
図 1 ． 顔に見られるさかさま効果．顔を倒立呈示する
と，視線や表情の影響が減弱される．（文献 7 を
改変）
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短い事象関連電位P 1 が誘発される16）。前述のように，
OFAは顔の持つ一般的特徴や顔の構成要素に強く反応
する12, 13）ことから，OFAは顔認知において比較的早い
段階の低次な情報処理過程に関与することが示唆されて
いる19, 26, 2７）。OFAから誘発されるP 1 もまた，FFAから
誘発されるN1７0と同様に，顔以外の視覚刺激と比べる
と顔刺激で有意にその振幅が大きくなり，顔刺激を倒立
呈示するとその振幅が減少する23, 25, 26, 28）。しかし，反応
時間，正答率などの行動学的パラメータと強い相関があ
るのは，N1７0 である21）。 このことから，P 1 （OFA）
はより低次の早い段階の情報処理を，N1７0（FFA）は
より高次の遅い段階の情報処理を反映していると考えら
れる。
　顔刺激に特異的な事象関連電位には，より潜時の遅い
N250の存在も知られており，顔の既知性に関与すると
言われているが29, 30），詳細は分かっていない。顔情報処
理ネットワークには，FFA，OFAおよび上側頭溝から
なる中心システムに加え，顔以外の情報も扱う拡張シス
テムの関与が提唱されている14）。顔情報処理の拡張シス
テムには，頭頂溝（空間的注意），聴覚領域（音声知覚），
扁桃体（情動処理）および側頭葉先端部（意味認知）な
どが含まれる。N250は，これらの拡張システムの活動
を反映している可能性も考えられる。
　なお，顔から様々な情報を認知するメカニズムには，
大脳皮質を介さない皮質下情報処理経路も関与する可能
性が示されている。顔を含む様々な社会的および生物学
的な刺激の皮質下情報処理に関する神経生理学的研究
は，Nishijoらの研究グループの報告に詳しい31～36）。
身体認知の情報処理様式
　近年の研究によると，ヒトは他者の身体の形を認識す
る際にも，顔認知と同じように配置的な処理を行ってい
るらしい3７～39）。例えば，さかさま効果は身体について
も生じることが知られており，正立呈示に比べて倒立呈
示では反応時間の延長と誤答率の上昇が報告されてい
る39, 40）。身体に関するさかさま効果は，身体の一部を切
り取った画像やスクランブル化した画像では生じないこ
とから，身体全体が必要であり，身体の認知における全
体的処理を強く示唆している40）。しかし，これまでのと
ころ，顔認知の情報処理で確認されている第 2 段階の配
置処理は，身体認知の情報処理においては確認されてい
ない。さらに，手や足といった身体部位の個々の情報処
理様式の特殊性については，ほとんど報告されていない。
身体認知の脳内メカニズム
　顔認知の脳内メカニズムと同様に，身体認知において
も大脳皮質の機能局在が報告されている（図 2 ）41～45）。
後頭側頭腹内側領域は，外線条身体領域（extrastriate 
body area; EBA）とも呼ばれ，顔や物体に比べて身体
OFA）と呼ばれており，顔の持つ一般的特徴や顔の構
成要素に強く反応する12, 13）。したがって，FFA，OFA
および上側頭溝は，顔情報処理ネットワークを形成して
いるといわれている（図 2 ）14）。
　顔情報処理ネットワーク内では，それぞれが異なる機
能を有している可能性が考えられている。機能画像研究
によると，FFAやOFAは動画でも静止画でも顔に対し
て応答するが，上側頭溝は静止画よりも動画に対する応
答が 3 倍以上になるという。したがって，FFAやOFA
は顔という形の認知に，上側頭溝は顔の動きの認知に関
与すると考えられる15）。FFAとOFAもまた，機能的に
異なる可能性が示されている。FFAからは，顔刺激の
呈 示 により 振 幅 が 大 きな 事 象 関 連 電 位 が 誘 発 され
る16～19）。この事象関連電位は，顔刺激の呈示から1７0ミ
リ秒後に陰性波形として観察され，N1７0と呼ばれてい
る。N1７0は，視覚刺激が顔以外の物体の時に比べ，顔
を用いた際により大きな振幅で記録される16, 18）。N1７0
は，顔認知の情報処理過程でも，比較的遅い処理過程を
反 映 していると 考 えられている20, 21）。 なぜならば，
N1７0は顔という視覚刺激に特徴的な電位であり，かつ
さかさま効果の影響を受けるからである22～25）。すなわ
ち，FFAから誘発されるN1７0は，既に視覚刺激が顔で
あるという処理がなされた後の過程を反映している可能
性が考えられる。したがって，FFAは，比較的高次な
顔の情報処理を行っているようである。
　一方，OFAからは，反応潜時が100から120ミリ秒と
図 2 ． 顔および身体の認知システムとミラーシステム
の模式図．顔認知のコアシステムは黒色で，身
体認知のコアシステムは灰色で，ミラーシステ
ム（一部）は白色でそれぞれ示してある．OFA; 
occipital face area. FFA; fusiform face area, 
STS; superior temporal sulcus上 側 頭 溝, EBA; 
extrastriate body area, FBA; fusiform body area, 
IPL; inferior parietal lobe下頭頂小葉, rIPL; rostral 
inferior parietal lobe下 頭 頂 小 葉 吻 側 部, vPMC; 
ventral premotor cortex 腹 側 運 動 前 野, pIFG; 
posterior inferior frontal gyrus下前頭回後部．（文
献37を改変）
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図を汲み取ることで初めて社会的な意味を持つ。顔認知
に中心的役割を果たす顔情報処理ネットワークは，
FFA，OFAおよび上側頭溝により構成されている。一
方，身体認知に重要な身体情報処理ネットワークとして
は，EBA，FBAおよび下頭頂小葉が候補とされている。
これらのネットワークで処理された情報をさらに統合
し，他者の意図を読み取るといった「他者理解」のため
には，より上位の神経ネットワークが必要であろう。
　他者理解の神経ネットワークとして機能している可能
性があるのは，ミラーシステムである。ミラーシステム
を構成するニューロンは，自己の動作時（たとえば物を
つまむ動作）のみならず，他者の同じ動作（物をつまむ
動作）を観察している際にも同様な活動パターンを示
し，ミラーニューロンと呼ばれている54）。ミラーニュー
ロンにより構成されるミラーシステムは，下前頭回後
部，腹側運動前野，下頭頂小葉吻側部および一次運動野
を 中 心 とした 神 経 ネットワークを 構 築 している（図
2 ）52, 53）。ミラーシステムは，自己および他者について，
それぞれの行動実行および行動認知に関与することか
ら，動作模倣の神経メカニズムではないかと言われてい
る54, 55）。さらに，ミラーシステムは，他者の動作を自己
の動作に置き換え，他者の意図を理解する「共感」の神
経メカニズムであるとも言われている55～5７）。
　他者の心的状態や意図には，「他者が何を感じている
のか？」，「他者が何をしたいのか？」といった情報が含
有されている。ここで，顔や身体のどのような情報から
「他者が何を感じているのか？」が読み取れるかを考え
てみたい。まず，他者が何かを感じている場合には，そ
の心的状態が情動表出となって現れる。特に，顔表情は
情動が最も詳細に，かつ強く表出されると考えられる。
顔の構成要素の中では，目と口の形や位置関係が表情表
出の主な役割を担っている。このため，我々は他者の顔
を見る際に，目および口を重点的に観察する58）。また，
視線方向は他者の注意の矛先を示唆しており，他者が何
をしたいのかを知る手掛かりとなる。ここでもまた，目
は他者の意図を理解するうえで重要な手がかりを与えて
くれる刺激となる。
　一方，身体の構成要素の中では，手が極めて重要な意
味を持つ。ヒトは意識しなくても自己の手先に注意が向
いており，手に近い物体の検出速度は速いことが知られ
ている59, 60）。したがって，他者の手に注意を向けること
で，他者の注意の矛先を知ることができ，そこから他者
が「何をしたいのか？」という情報が読み取ることがで
きる。指さし行動は，手指をポインティングデバイスと
して使い，自己の手指に自己および他者の注意が向くこ
とを利用しているのであろう。
　このように，顔の構成要素の中では目や口が，身体の
構成要素の中では手指が社会的な意味を多く含有してい
ると考えられる。したがって，顔や身体の情報処理ネッ
（もしくはその構成要素）を認知する際に強い反応がみ
られる41, 46）。EBAからは，身体を視覚刺激とした際に，
反 応 潜 時 が190ミリ 秒 前 後 の 陰 性 の 事 象 関 連 電 位
（N190）が 誘 発 される4７）。このことからEBAは，ヒト
の身体を認識する際に働くシステムの一部と考えられて
いる。EBAは，ヒトの身体を表す線画やシルエットで
も活性化し41），自己の身体であっても他者の身体であっ
ても同様に活性化すること48）から，個人識別の機能はな
く，身体認知において比較的低次な情報処理に関与する
と考えられている。また，EBAは解剖学的に下側頭溝
の後部に位置し，物体の動きや形状に選択的応答を示す
脳部位と一部が重複している44, 49）。身体やその構成要素
が日常的に動きを伴うことを考慮すると，物体の動きの
認知と身体の認知が隣接した脳部位で処理されている事
実は示唆に富んでいる。
　EBAとは別に，ヒト身体形状に反応する部位として，
紡錘状回身体領域（fusiform body area; FBA）が知ら
れている43, 45）。FBAは紡錘状回の後部に位置し，身体を
構成する要素よりも身体全体に対して強い反応を示
す50）。FBAは，身体が既知か未知かでその反応性が異
なっていることから，EBAよりもより高次な機能，す
なわち個人識別の機能を有する可能性が示唆されている
51）。紡錘状回の内部でも，顔で活性化される部位と身体
で活性化される部位は若干異なっていることから，顔と
身体のそれぞれの情報は別々のネットワークにより処理
されていると 考 えられている43～45）。しかし，顔 と 同 様
に身体形状を視覚刺激とした場合でも事象関連電位とし
てP 1 成分が記録され4７），顔と身体で一部の情報処理メ
カニズムが共有されている可能性も考えられている。
　身 体 情 報 処 理 ネットワークとしては，EBAおよび
FBAに加え，下頭頂小葉も含まれると示唆されてい
る51）。下頭頂小葉は，身体全体が呈示された場合と，身
体構成要素が呈示された場合で反応性が異なること48）か
ら，身体全体とその構成要素にはそれぞれ異なる処理メ
カニズムがあるのかもしれない。また，下頭頂小葉は，
ミラーシステム（後述）の一部を構成しており，他者の
身体動作の観察時のみならず，自己の身体動作でも活動
する52, 53）。
　なお，身体の検出と身体による個人識別は，それぞれ
別の皮質領域が関与すると報告されている51）。身体検出
に関わる脳領域としては，下前頭回，帯状回，中心後回，
下頭頂小葉およびFBAが候補に挙がっている。一方，
身体の自他識別に関与する皮質領域としては，右下頭頂
回，左後部眼窩回および外側後頭回が示唆されている。
他者理解の脳内メカニズム
　顔も身体も，他者に関して多くの手がかりが含まれる
社会的な刺激である。社会的な刺激は，その存在を検出
するだけでは意味がなく，そこから他者の心的状態や意
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